




③ 広報きたしおばら

平成16年度当初予算決まる

平成16年度一般会計当初予算から主な事業の一部を紹介します。

◆裏磐梯曽原山別荘地販売事業 1,250 

◆金山多目的集会所整備事業 3,000 

◆環境と経済の好循環のまちモデル事業

（桧原湖周遊レトロバス運行事業） 993 

◆生活バス路線運行事業

（喜多方～猪苗代間、猪苗代～桧原間） 2,273 

◆ニュージーランドタウポ市ツランギ地区との交流事業 357 

◆東京都杉並区民保養地交流事業 300 

◆合併50周年記念褒賞授与式・総合竣工式 904 

◆各選挙執行経費（参院選、県知事選、村長選） 1,210 

◆村社会福祉協議会運営事業 1,558 

◆在宅介護支援センター運営事業 1,074 

◆高齢者生活支援事業（一人暮らし高齢者除雪など） 666

◆高齢社会対策推進事業（生きがい対策） 100 

◆在宅福祉支援事業（介護用品の給付など） 293 

◆敬老会等事業 583 

◆シルバー人材センター補助金 19 

◆生活支援ハウス運営事業 845 

◆身体障害者福祉事業 1,229 

◆知的障害者福祉事業 1,334 

◆児童手当助成事業 1,727 

◆エンゼルプラン策定事業 12 

◆乳幼児医療費助成事業 382 

◆生活習慣病（成人病）検診等事業 775 

◆地域保健推進特別事業（口腔衛生事業） 500 

◆環境美化推進事業（放置廃棄物撤去など） 558 

◆ごみ対策費 4,887 

◆合併浄化槽設置整備事業 317 

◆農業振興事業 2,502 

◆特定農山村市町村活動支援事業 600 

◆県営土地改良総合整備事業（北山地区） 3,499 

◆県営ため池等整備事業（大久保地区） 357 

◆松くい虫防除事業 173 

◆国土調査事業 692 

◆後継者確保対策事業 99 

◆ふるさと農道緊急整備事業

（北山・谷地、関屋、樟、大塩地区） 1,820 

◆村商工会補助金 590 

◆裏磐梯観光協会事業補助金 448 

◆裏磐梯観光協会事業交付金 644 

◆北塩原村桜の里セキュリティ事業 478 

◆桜峠まつり事業補助金 100 

◆福島県ディスティネーションキャンペーン負担金

（ＪＲとの連携による観光宣伝事業） 102 

◆磐梯高原広域サイン推進事業 500 

◆磐梯山火山情報被害対策事業 2,006 

◆除雪機械購入事業 3,800 

◆村道整備事業（北山・大塩線、大塩・桧原線、

剣ヶ峯・狐鷹森線） 7,910 

◆公営住宅整備事業 4,106 

◆情報教育推進事業 81 

◆修学支援事業（育英基金） 257 

◆複式学級対策事業 355 

◆鼓笛隊楽器更新事業 60 

◆総合学習支援事業 166 

◆いわき市との交流事業 40 

◆沖縄県東村との交流事業 93 

◆社会教育推進事業（公民館各種講座） 71 

◆体験活動ボランティア活動支援事業 57 

◆村史編さん事業 870 

◆消防ポンプ庫兼詰所整備事業（大塩地区） 1,466 

◆道路災害復旧事業 4,611 



広報きたしおばら ④

観
光
政
策
課
長

小
　
椋
　
　
　
渉

助
　
役

斎
　
藤
　
八
　
郎

収
入
役

小
　
椋
　
敏
　
一

村
　
長

高
　
橋
　
　
　
伝

桧
原
出
張
所
長

乾
　
　
　
澄
　
子

観
光
政
策
班
長

自
活
セ
ン
タ
ー
勤
務

高
　
橋
　
　
　
淳

須
　
藤
　
裕
　
三

高
　
橋
　
恵
　
美

鈴
　
木
　
時
　
夫

健
康
づ
く
り
班
長

渡
　
部
　
久
　
子

医
療
福
祉
班
長

高
　
橋
　
光
　
秋

生
活
班
長

五
十
嵐
　
信
　
也

武
　
藤
　
雄
　
子

小
　
林
　
洋
　
一

野
　
邉
　
善
　
光

松
　
下
　
亮
　
子

遠
　
藤
　
和
　
広

住
民
ふ
れ
あ
い
課
長

蟹
　
巻
　
　
　
良

特
別
徴
収
対
策
専
門
官

星
　
　
　
源
　
嗣

五
十
嵐
　
　
　
大

税
務
班
長

小
　
椋
　
正
　
任

財
政
班
長

渡
　
部
　
富
美
雄

相
　
原
　
哲
　
也

大
　
塚
　
　
　
修

渡
　
邉
　
和
　
之

財
務
政
策
課
長

佐
　
藤
　
主
　
善

地
域
振
興
班
長

伊
　
藤
　
淳
　
一

企
画
総
括
班
長

佐
　
藤
　
康
　
一

出
納
室

夏
　
井
　
ハ
ル
イ

鈴
　
木
　
美
智
子

山
野
辺
　
　
　
学

佐
　
藤
　
幸
　
治

高
　
橋
　
宏
　
典

佐
々
木
　
　
　
剛

武
　
藤
　
隆
　
子

二
　
瓶
　
紀
　
夫

企
画
政
策
課
長

佐
　
藤
　
浩
　
一

観
光
、
商
工
業
、

漁
業
、
環
境
政
策

な
ど

各
種
検
診
、

健
康
教
育
な
ど

国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
介
護

保
険
、
高
齢
福
祉
、

障
害
者
福
祉
、
児

童
福
祉
な
ど
、

戸
籍
、
住
基
、
消

防
防
災
、
交
通
安

全
、
環
境
指
導
な

ど 徴
収
な
ど

賦
課
、
納
税
相
談

な
ど

財
政
計
画
、
予
算
、

決
算
な
ど

企
業
誘
致
、
地
域

交
流
、
公
共
施
設

な
ど

34
・
２
０
０
４

32
・
２
４
１
７

28
・
３
７
３
３

23
・
３
１
１
４

23
・
３
１
１
２

総
合
振
興
計
画
、

広
報
、
生
活
交
通
、

選
管
な
ど

23
・
３
１
１
１

経
理
、
審
査
な
ど

23
・
３
２
６
２

運
転
手

鈴
　
木
　
辰
　
美

五
十
嵐
　
義
　
春

23
・
３
１
１
３

福
島
県
派
遣

齋
　
藤
　
信
　
也

熱
塩
加
納
村
派
遣

小
　
椋
　
秀
　
一

塩
川
町
派
遣

五
十
嵐
　
好
　
孝



⑤ 広報きたしおばら

教
　
頭

園
　
長

五
十
嵐
　
ひ
と
み

穴
　
澤
　
眞
　
澄

園
　
長

竹
　
野
　
克
　
雄

園
　
長

長
　
尾
　
　
　
修

裏
磐
梯
幼
稚
園

大
塩
幼
稚
園

北
山
幼
稚
園

五
十
嵐
　
美
枝
子

高
　
橋
　
英
　
子

32
・
２
６
０
８

28
・
３
０
２
０

22
・
３
０
２
２

23
・
１
３
３
３

23
・
３
２
６
３

教
　
頭

小
　
椋
　
ア
イ
子

鈴
　
木
　
小
百
合

大
　
場
　
ち
い
子

教
　
頭

村
史
編
さ
ん
室
長

目
　
黒
　
タ
イ
子

佐
　
藤
　
善
　
博

村
史
編
さ
ん
な
ど

公
民
館
、
生
涯
学

習
な
ど

幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
な
ど

議
会
の
運
営
、

監
査
、
統
計
な
ど

23
・
１
３
３
４

国
土
調
査
な
ど

23
・
３
２
６
１

農
業
振
興
、
林
業

振
興
な
ど

道
路
、
河
川
、

上
下
水
道
な
ど

公
民
館
班
長

佐
々
木
　
不
二
夫

教
育
課
長
兼
公
民
館
長

渡
　
部
　
和
　
夫

教
育
長

佐
　
藤
　
忠
　
幸

教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

小
　
椋
　
隆
　
子

議
会
議
長

鈴
　
木
　
定
　
芳

議
会
事
務
局
長

穴
　
澤
　
栄
　
一

高
　
久
　
光
　
子

農
業
委
員
会
会
長

武
　
藤
　
　
　
寛

事
務
局
長

遠
　
藤
　
照
　
雄

産
業
政
策
課
長

内
　
海
　
新
　
吾

土
地
調
整
班
長

高
　
橋
　
利
　
夫

六
　
角
　
洋
　
子

農
林
班
長

佐
　
藤
　
　
　
博

佐
々
木
　
佑
　
美

遠
　
藤
　
久
　
彦

建
設
班
長

鈴
　
木
　
悦
　
夫

渡
　
部
　
和
　
昭

渡
　
部
　
達
　
也

渡
　
部
　
大
　
志

小
　
枝
　
真
由
美

武
　
藤
　
雄
　
介

石
　
田
　
和
　
典

星
　
　
　
真
由
美

教
育
班
長

井
　
上
　
　
　
健

学
校
用
務
員

星
　
井
　
ト
ミ
子

横
　
山
　
信
　
夫

佐
　
藤
　
眞
　
弓

鈴
　
木
　
晴
　
香

斎
　
藤
　
啓
　
子



広報きたしおばら ⑥

「第36回手紙作文コンクール」の表彰式が大塩小学校で
３月15日に行われました。関本　愛さんの日本青少年ペン
フレンドクラブ協会長賞をはじめ、入選には２名が選ばれ
ました。
○日本青少年ペンフレンドクラブ協会長賞
関本　　愛さん（小４）
○入選
鈴木　翔太くん（小４）
赤城　雄介くん（小４）
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北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

故小椋昭雄氏に対して、叙勲「旭日単光
章」が授与されました。
伝達式では、高橋村長立会いのもと、小

椋禮子さんに伝達されました。
３期にわたる村議会議員、行政委員、消

防、団体役員の功績によるものです。

▲関本愛さんの作品
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小
規
模
な
受
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も
、
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ら
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も
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が
入
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な
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か
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の
点
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下
さ

い
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蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
、
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、

濁
り
、
味
な
ど
に
関
す
る
検
査
と
、
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留
塩
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の
有
無
に
つ
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の
水
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を
１
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に
１
回
、

定
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的
に
行
っ
て
下
さ
い
。
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受
水
槽
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保
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受
水
槽
の
清
掃
、
点
検
、
水
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査
な
ど
の
結
果
記
録
に
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保
管
を
し
、
村
か
ら
の
依
頼
が
あ
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に
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情
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の
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を
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ま
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。

受
水
槽
の
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繕
は

工
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を
し
た
指
定
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装
置
工
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事
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、
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か
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め
管
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を
委
託
し
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お

か
れ
る
と
、
ま
さ
か
の
と
き
な
ど
に
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利
で
す
。

食糧法が改正され、平成16年４月１日から計画流通制度（業者登録制度）が廃止され、米穀の出荷又は販売
の事業を行なおうとする者（米穀取扱事業者）は農政事務所に届出が必要となります。
米穀取扱事業者とは、年度（４月から３月）の事業規模が20精米トン以上の米穀の出荷又は販売の事業を行
なおうとする生産者・販売業者等の全てが該当します。
ただし、自ら生産した米穀を届出事業者に出荷又は販売する数量は事業規模の数量から除きます。
この届出をしなかった者には50万円以下の罰金が科せられますので、必ず届出をしてください。
なお、平成16年４月以降も登録期間がある、現在登録している出荷取扱業者・小売販売業者等は自動的に届
出事業者として取扱われます。
■お問い合わせ先
農林水産省東北農政局福島農政事務所
食料部消費流通課 024-534-4144 024-535-0986
地域第一課（会津若松） 0242-22-7381 0242-22-7385
地域第二課（郡山） 024-937-3980 024-937-3984
地域第三課（いわき） 0246-23-8511 0246-23-8512
地域第三課原町庁舎 0244-22-1131 0244-22-1132
地域第四課（白河） 0248-22-1241 0248-22-1243
URL http://www.tohoku.maff.go.jp/sr_miyagi/index.html（東北農政局食料部）
URL http://www.syokuryo.maff.go.jp/          （農林水産省総合食料局）

村では、４月27日より昨年買受
けを致しました裏磐梯高原曽原山別
荘地を１㎡当たり1,600円から2,500
円で販売いたします。土地購入をご
希望の村民の皆様は、役場 23－
3112までお問合せください。

村
政
座
談
会
を
開
催
し
自
立
に
向

け
た
計
画
の
説
明
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
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休日当番医

（医）愛康会 ひらの医院… 2 2 - 3 1 3 5
（医）手代木医院……… 2 2 - 0 0 3 4

（医）福田耳鼻咽喉科医院… 2 4 - 4 1 8 7
藤井医院……………… 2 3 - 0 0 2 3

（医）愛生会 三浦産婦人科医院… 2 2 - 0 2 9 3
星医院…………………… 2 2 - 0 0 0 5

（医）山田産婦人科医院… 2 2 - 6 3 0 0
みつはし医院………… 2 1 - 1 3 1 1

（医）あきもと整形外科クリニック… 2 1 - 1 5 1 5
渡邉小児科医院………… 2 2 - 3 1 3 3

第二次救急当番医

小野病院………………… 2 2 - 0 4 1 4

有隣病院………………… 2 4 - 5 0 2 1

鳴瀬病院………………… 2 4 - 3 3 3 3
有隣病院………………… 2 4 - 5 0 2 1
佐原病院………………… 2 2 - 5 3 2 1
県立喜多方病院………… 2 2 - 2 1 8 1
小野病院………………… 2 2 - 0 4 1 4
鳴瀬病院………………… 2 4 - 3 3 3 3

県立喜多方病院………… 2 2 - 2 1 8 1
佐原病院………………… 2 2 - 5 3 2 1

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする重
症患者の救急医療体制です。

猪猪苗苗代代警警察察署署管管内内のの犯犯罪罪・・交交通通事事故故発発生生状状況況（１月～２月末現在）
◎犯罪の発生は、平成16年２月
末現在で37件、昨年と比較し
て28件減少しております。
その内訳を見ますと、器物損
壊、強制わいせつの２件を除い
て、すべて窃盗犯となります。

年別
町村別
猪 苗 代 町
磐 梯 町
裏 磐 梯

計

◎犯罪の発生状況の内訳を見ます
と、平成16年２月末現在で、ス
キー、スノーボード盗難被害の
「かっぱらい」が18件で、発生
件数の約48％を占めておりま
す。被害が発生した場合の早期
届出と、できるだけ自分の監視
下に置くようお願いします。ま
た、「車上狙い」の発生が２月
中は磐梯町が２件、猪苗代町、
裏磐梯で各１件の計４件発生し
ております。防止策として、駐
車中の車のドアロックの励行、
車内に貴重品在中のバック等を
置かないように心掛けて下さい。
交通事故の発生状況の内訳を
見ますと、猪苗代町、磐梯町に
おいて、平成16年２月末現在
で各１名の死亡事故が発生して
おります。また人身事故につい
ては昨年と比較して増加してお
ります。

町村別
罪種別
窃 盗 犯 計

詐 欺
器 物 損 壊
強 制 わ い せ つ
総 計
増 減

別 荘 荒 ら し
脱 衣 場 荒 ら し
小 屋 荒 ら し
忍 込 み
建 造 物 侵 入
部 品 盗
車 上 狙 い
か っ ぱ ら い
自動販売機荒らし
万 引 き
置 引 き
職 場 盗
同 居 盗
さ い 銭 盗
自 転 車 盗
スノーモービル盗

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
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